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補正予算、条例改正ほか

４月９日、町内で30名の新１年生が入学

写真は、笛舞小学校の入学式。

２名の新１年生、川村椛純（かすみ）さん、児玉 樹（いつき）さんは、緊張した

表情で体育館に入場しましたが、担任の先生のインタビューには、勉強や運動にがん

ばると元気に答えていました。

全校児童18名の小さな学校の「２名のアイドル」の健やかな成長を願います。

Ｐ６～１０ 一般質問 ７名９件

Ｐ１１ 全員協議会

Ｐ１２ この人に聞く

郷土資料館 学芸員

堂元 菜々実さん
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前年度比 6000万円増

主な新規・継続事業
〇新規事業

・庁舎ＬＥＤ化事業 １１１１万円
庁舎内の電灯を省電力のＬＥＤに改修

・庁舎エレベーター設備更新 ３６１７万円
庁舎エレベーターの耐用年数経過による更新

・目黒地区緊急避難施設設計委託 ４１３２万円
想定される津波被害に対し、避難施設を建設する

ための設計委託

・灯台公園公衆トイレ新築 ７０００万円
・水槽付消防ポンプ車購入 ９２４５万円
・笛舞小・えりも岬小遊具増設 ７００万円

〇継続事業

・旭ヶ丘７号線道路改良工事 ２８５０万円
改良工事 Ｌ＝92ｍ Ｗ＝4ｍ

・高校通り線改良工事 ６５５０万円
舗装工事 Ｌ＝390ｍ 法面工事 Ａ＝2200㎡

・東部衛生組合負担金 ５５３万円
し尿処理施設解体負担金

歳出5２億９000万円

本
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
52
億
９
千
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
６
千
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
新
規
・
継
続
事
業

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

28年が経過したポンプ車を更新

ステージ横に公衆トイレを新設

子ども議会で要望のあった遊具を

笛舞小・えりも岬小に増設

投機的経費 １２.４％

６億５５９５万円 義務的経費 36.4％

１９億２３１３万円

その他経費 51.2％

２７億１０９２万円
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● 予 算 総 括 表

令和６年度一般会計予算

会 計 区 分 予 算 額 前 年 比

一 般 会 計 5,290,000 60,000

国民 健康保 険特別会 計 960,000 -20,000

診 療 所 特 別 会 計 492,000 154,000

介 護 保 険 特 別 会 計 488,000 4,000

後期高齢者医療特別会計 82,000 8,000

小 計 2,022,000 146,000

総 計 7,312,000 206,000

公 営 企 業 会 計 予 算 額 前 年 比

簡 易 水 道 事 業 191,073 ―

下 水 道 事 業 274,899 ―

合 計 465,972 ―

令和６年度

決算特別委員会の委員長は

髙松亮裕議員

が務めました

歳入5２億９000万円

目
黒
神
社
横
高
台
に

緊
急
避
難
施
設
を
計
画

津
波
避
難
路
と
し
て
本
年
度

工
事
が
完
了
す
る
高
校
通
り

線

〇 公 営 企 業 会 計

自主財源 ２９.１％

１５億４１７４万円

依存財源 ７０.９％

３７億４８２６万円

単位（千円）

単位（千円）



質
疑
（
上
野
）

新
築
に
あ
た
り
、
場
所
・
規

模
等
議
会
と
協
議
が
な
か
っ
た
。

完
成
予
定
、
耐
用
年
数
等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

設
置
は
、
以
前
建
設
さ
れ
て

い
た
場
所
で
、
お
盆
前
に
完
成

を
予
定
し
て
い
る
。

規
模
は
元
の
ト
イ
レ
と
同
規

模
で
、
耐
用
年
数
は
30
年
、
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
機
能
を
備
え
て
い

る
。

質
疑
（
竹
内
）

以
前
の
ト
イ
レ
の
清
掃
回
数

と
、
今
回
新
設
さ
れ
る
ト
イ
レ

の
清
掃
回
数
は
１
日
何
回
を
予

定
し
て
い
る
か
。
現
状
の
回
数

だ
と
す
ぐ
汚
れ
る
の
で
清
掃
回

数
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

基
本
、
今
ま
で
ど
お
り
一
回
と

考
え
て
い
る
。

状
況
を
見
な
が
ら
回
数
を
増

や
す
必
要
が
あ
れ
ば
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

質
疑
（
上
野
）

設
置
予
定
の
遊
具
の
種
類
と

場
所
、
時
期
は
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

笛
舞
小
は
校
門
前
、
岬
小
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
前
で
、
遊
具
の
種

類
は
、
ブ
ラ
ン
コ
と
す
べ
り
台

を
そ
れ
ぞ
れ
１
基
ず
つ
予
定
し

て
い
る
。

設
置
時
期
は
学
校
、
地
域
と

協
議
し
決
定
し
た
い
。

質
疑
（
上
野
）

赤
潮
発
生
後
２
年
が
経
過
し

た
が
、
種
苗
と
資
源
の
状
況
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

生
育
状
況
は
、
放
流
し
た
種

苗
が
見
当
た
ら
な
い
地
区
も
一

部
あ
る
が
、
お
お
む
ね
順
調
で

あ
る
。

資
源
状
況
は
、
赤
潮
を
生
き

抜
い
た
ウ
ニ
が
一
部
あ
り
、
そ

れ
が
令
和
６
年
度
出
荷
で
き
る

か
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

質
疑
（
竹
内
）

５
年
度
は
保
育
所
に
入
所
で

き
な
い
児
童
が
い
た
。
６
年
度

は
ど
う
か
。

答
弁
（
町
民
生
活
課
長
）

令
和
６
年
度
は
、
４
～
５
歳

児
を
合
同
保
育
す
る
こ
と
に
よ

り
待
機
児
童
は
発
生
し
て
い
な

い
。た

だ
、
保
護
者
に
提
出
を
求

め
て
い
る
「
就
労
証
明
」
に
疑

義
が
あ
り
調
査
中
で
、
入
所
保

留
と
な
っ
て
い
る
世
帯
が
３
世

帯
あ
る
。

質
疑
（
嵯
峨
）

高
校
で
は
、
英
検
等
各
種
検

定
受
験
者
に
受
験
料
の
半
額
を

助
成
し
て
い
る
が
合
格
率
は
。

半
額
助
成
で
は
な
く
、
全
額
助

成
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
（
え
り
も
高
校
事
務
長
）

令
和
５
年
度
の
合
格
率
は
68
・

８
％
で
あ
る
。
過
去
に
は
英
検

優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
が
、
全
額
補
助
は
考

え
て
い
な
い
。

質
疑
（
橋
本
）

庶
野
～
広
尾
間
の
Ｊ
Ｒ
北
海

道
バ
ス
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁
（
企
画
課
長
）

現
時
点
で
は
、
今
後
数
年
は

現
状
の
ま
ま
委
託
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
（
石
川
）

利
用
者
が
少
な
い
よ
う
に
見

え
る
が
、
年
間
利
用
者
数
は
把

握
し
て
い
る
か
。

答
弁
（
企
画
課
長
）

令
和
４
年
10
月
か
ら
５
年
９

月
ま
で
の
実
績
は
上
り
下
り
合

わ
せ
て
１
６
２
７
名
で
あ
る
。
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予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
２
日
目
の
３
月
15
日
、
令
和
６
年
度
の
予

算
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
を
抜
粋

し
掲
載
し
ま
す
。

保育士不足は全国的な課題
（写真は中央保育所）

灯
台
公
園
公
衆
ト
イ
レ

笛
舞
小
・
え
り
も
岬
小

の
遊
具
増
設

ウ
ニ
の
種
苗
と
資
源
の

状
況

保

育

所

入

所

各
種
検
定
補
助
の
効
果

Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
路
線

委
託

老朽化し悪臭が漂っていた解体前
の灯台公園公衆トイレ



質
疑
（
橋
本
）

災
害
用
Ｉ
Ｐ
無
線
電
話
の
保

有
数
は
。

答
弁
（
企
画
課
長
）

災
害
時
の
電
波
状
況
で
も
繋

が
り
や
す
い
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
ス

マ
ホ
型
20
台
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

型
10
台
を
保
有
し
て
い
る
。

質
疑
（
竹
内
）

３
月
末
で
退
職
す
る
医
師
の

後
任
の
見
通
し
は
。

答
弁
（
診
療
所
事
務
長
）

現
在
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

地
域
医
療
振
興
財
団
、
全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
、
民
間
会
社

に
依
頼
し
、
４
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
が
面
談
で
き
た
の

は
１
件
の
み
で
、
そ
れ
も
採
用

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
も
採
用
条
件
を
見
直
し

な
が
ら
、
医
師
の
招
へ
い
に
努

め
て
い
き
た
い
。

質
疑
（
橋
本
）

え
り
も
岬
海
浜
線
は
、
近
年
、

水
産
倉
庫
が
建
っ
た
り
車
の
通

り
が
増
え
て
い
る
。
改
修
な
ど

早
急
に
対
応
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁
（
建
設
水
道
課
長
）

当
該
道
路
は
、
距
離
も
長
く

道
幅
が
狭
い
た
め
、
補
助
対
象

事
業
と
す
る
の
は
難
し
い
。
状

況
が
悪
い
の
は
認
識
し
て
い
る

が
、
根
本
的
な
改
修
は
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
疑
（
嵯
峨
）

部
活
動
強
化
助
成
金
と
し
て

45
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

内
容
は
。

ま
た
、
修
理
・
修
繕
に
高
額

の
費
用
が
か
か
る
場
合
、
足
り

な
い
の
で
は
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

７
つ
の
部
活
が
あ
る
の
で
、

１
部
活
当
た
り
５
万
円
で
35
万

円
、
残
り
の
10
万
円
は
バ
ス
借

上
料
な
ど
の
交
通
費
と
な
っ
て

い
る
。

高
額
の
修
理
費
等
は
、
別
途
、

予
算
を
計
上
し
て
各
部
に
支
給

す
る
と
い
う
こ
と
で
対
応
す
る
。

質
疑
（
中
野
）

昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

赤
潮
被
害
対
策
の
国
庫
補
助

金
で
、
大
半
は
ツ
ブ
の
種
苗
を

買
っ
て
き
て
放
流
す
る
分
で
あ

る
。
単
価
が
上
が
っ
て
い
る
た

め
、
予
算
増
と
な
っ
て
い
る
。

質
疑
（
石
川
）

２
月
１
日
、
環
境
省
北
海
道

地
方
環
境
事
務
所
へ
、
新
名
称

に
「
十
勝
」
を
加
え
る
べ
く
、

町
長
と
帯
広
市
長
が
出
張
し
た

が
、①

「
襟
裳
岬
」
を
抱
え
る
町

の
町
長
が
、
そ
の
公
園
の
名
前

を
変
え
る
必
要
性
を
感
じ
た
経

緯
は
。

②
名
称
を
変
え
よ
う
と
す
る

に
至
っ
て
、
な
ぜ
民
意
を
問
わ

な
か
っ
た
か
。

答
弁
（
町
長
）

①
国
立
公
園
化
に
関
し

て
は
、
当
初
よ
り
日
高
町

村
会
が
動
い
て
い
る
。
名

称
に
関
し
て
も
同
様
で
、

私
が
町
村
会
長
に
な
る
前

は
、
一
部
で
は
「
襟
裳
」

を
外
す
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
が
、
え
り
も
町
長
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を

話
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
町
村
会
長
に

な
り
、
２
月
に
帯
広
市
長

と
環
境
省
に
要
望
し
て
い

る
が
、
え
り
も
町
長
と
し

て
で
は
な
く
、
町
村
会
長

と
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
も
事
前

に
管
内
各
町
長
と
協
議
し
、
指

定
が
延
び
て
い
る
国
立
公
園
化

が
名
称
の
こ
と
で
さ
ら
に
延
び

る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
と
、

指
定
後
の
十
勝
と
の
連
携
に
支

障
を
き
た
し
、
観
光
振
興
に
も

影
響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
を
懸

念
し
た
た
め
で
あ
る
。

②
議
会
に
対
し
て
説
明
が
な

か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
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災
害
用
Ｉ
Ｐ
無
線
電
話

医
師
確
保
の
見
通
し
は

道

路

維

持

補

修

中
学
校
部
活
動
強
化
助

成
金

水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
負
担
金

国

立

公

園

の

指

定

災
害
時
は
Ｉ
Ｐ
電
話
で
迅
速
な
連
絡

体
制
を

「
襟
裳
岬
」
は
当
町
を
代
表
す
る
観
光
地
で

全
国
的
に
も
有
名
で
あ
り
、
「
国
立
公
園
化
」

を
町
の
活
性
化
に
ど
う
活
か
す
か
が
今
後
の

課
題

部活動の備品の修理・調整に
は多額の費用がかかる場合が
ある



◎
令
和
５
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
市
場
機
能
維
持
支
援
補

助
金

１
０
０
０
万
円

漁
獲
量
減
少
に
よ
り
悪

化
し
て
い
る
え
り
も
漁

協
の
市
場
機
能
維
持
の

た
め
の
支
援
補
助
金

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
負
担
金

７
５
０
万
円

真
ツ
ブ
種
苗
購
入
数
の

増
に
よ
る
負
担
金
追
加

・
え
り
も
町
公
平
委
員
の

選
任

新
浜

齊
藤

敏
克(

73
歳)

再
任

問

中
野

議
員

一
般
社
団
法
人
移
住
・

交
流
推
進
機
構
（
Ｊ
О
Ｉ

Ｎ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
住
宅
新
築
・
改
修
、

結
婚
、
子
育
て
、
出
産
な

ど
、
各
自
治
体
の
移
住
支

援
情
報
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
が
、
町
も
掲
載

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
新
た
に
結
婚
祝

金
、
高
校
入
学
準
備
金
な

ど
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答

企
画
課
長

当
該
推
進
機
構
の
地
域

の
魅
力
を
紹
介
す
る
基
本

情
報
欄
ペ
ー
ジ
に
、
え
り

も
町
で
は
情
報
を
未
掲
載

の
た
め
、
直
ち
に
当
町
の

自
然
や
気
候
、
担
い
手
支

援
の
補
助
金
制
度
な
ど
を

掲
載
し
た
い
。

結
婚
祝
い
金
、
高
校
入

学
準
備
金
制
度
は
、
移
住

者
の
み
で
は
な
く
、
国
の

動
向
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
総

体
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第７回定例会、一般質問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 6 >

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待を持たれる大事な議員活動の場です。

町政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政策提言を行い政治

姿勢を明らかにするものです。

補
正
予
算

人

事

保険料段階 第８期
年間保険料

第９期
年間保険料

第１段階 24,400円 20,500円

第２段階 40,800円 34,900円

第３段階 57,100円 49,300円

第４段階 73,400円 64,800円

第５段階 81,600円 72,000円

第６段階 97,900円 86,400円

第７段階 106,000円 93,600円

第８段階 122,400円 108,000円

第９段階 138,700円 122,400円

第10段階 ― 136,800円

第11段階 ― 151,200円

第12段階 ― 165,600円

第13段階 ― 172,800円

・
え
り
も
町

介
護
保
険
条
例
の
改
正

介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
準
額
の
見
直
し
に
よ
る
条
例

の
改
正

※
基
準
段
階
（
第
５
段
階
）
の
月
額
保
険
料

６
８
０
０
円

→

６
０
０
０
円

条
例
改
正

移住支援情報
の提供を

直ちに掲載したい
中野公浩議員

移
住
に
よ
る
新
規
就
業
者
が
期

待
さ
れ
る



問

大
場

議
員

今
な
お
復
興
が
続
く
能

登
半
島
地
震
だ
が
、
当
町

も
同
様
に
被
災
し
た
場
合
、

国
道
３
３
６
号
線
が
通
行

止
め
に
な
れ
ば
各
集
落
が

孤
立
し
、
救
助
活
動
や
避

難
所
へ
の
輸
送
が
断
た
れ

る
。①

津
波
に
よ
り
海
岸
や

港
に
瓦
礫
が
山
積
し
た
場

合
、
海
路
で
の
物
資
輸
送

も
困
難
と
な
る
が
、
空
輸

で
の
対
応
は
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。

②
各
避
難
所
の
備
蓄
品

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
通
常
時
は
ど
う
管
理

さ
れ
て
い
る
か
。

答

企
画
課
長

①
災
害
時
の
物
資
の
輸

送
に
関
し
て
は
、
各
種
運

輸
会
社
と
災
害
時
の
支
援

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
支
援
物
資
の
調
達

や
輸
送
な
ど
、
運

送
会
社
と
協
力
し

船
舶
で
の
物
資
搬

入
も
想
定
し
て
い

る
。改

訂
し
た
え
り

も
町
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等

活
用
計
画
も
明
記

し
て
い
る
。

②
え
り
も
町
防
災
備
蓄

計
画
に
基
づ
き
、
37
か
所

の
避
難
所
に
発
電
機
、
ス

ト
ー
ブ
、
毛
布
、
簡
易
ト

イ
レ
等
の
資
機
材
の
ほ
か
、

飲
料
水
、
ア
ル
フ
ァ
米
や

缶
詰
パ
ン
、
よ
う
か
ん
や

ゼ
リ
ー
等
を
備
蓄
し
、
消

費
期
限
の
近
く
な
っ
た
も

の
は
毎
年
新
た
に
購
入
し
、

食
料
品
は
、
学
校
や
地
域

の
避
難
訓
練
等
の
時
に
、

配
布
す
る
な
ど
し
て
活
用

し
て
い
る
。

現
在
、
約
３
５
０
０
人

分
を
行
政
備
蓄
の
対
象
と

し
、
３
日
分
の
食
料
等
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
能
登

半
島
地
震
の
被
害
状
況
を

勘
案
し
、
早
期
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
。

問

神
田

議
員

避
難
路
と
な
る
高
校
通

り
線
は
、
２
億
４
千
万
円

も
の
高
額
が
投
じ
ら
れ
、

３
年
計
画
で
進
ん
で
い
る
。

こ
の
工
事
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
し
ゃ
く
な
げ

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
や
ツ
ツ
ジ
が
植
え

ら
れ
て
い
た
山
が
切
り
崩

さ
れ
て
い
る
。

事
前
の
内
部
協
議
は
何

課
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
移
植
数
は
何
本
か
。
植

え
替
え
た
場
所
は
ど
こ
か
。

答

建
設
水
道
課
長

当
該
工
事
は
、
産
業
振

興
課
と
協
議
し
行
っ
た
。

移
植
は
、
ひ
だ
か
南
森

林
組
合
と
協
議
の
う
え
進

め
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
18
本
、

ツ
ツ
ジ
27
本
を
旧
公
園
内

の
森
林
組
合
事
務
所
か
ら

60
～
70
メ
ー
ト
ル
奥
右
側

道
路
沿
い
に
植
え
替
え
た
。

再
質
問

神
田
議
員

し
ゃ
く
な
げ
公
園
を
知

る
多
数
の
方
か
ら
「
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
と
ツ
ツ
ジ
を
残
し

た
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
」
と
の
声
が

あ
る
。

答

建
設
水
道
課
長

本
工
事
は
、
直
線
的
急

坂
を
緩
や
か
に
す
る
最
良

の
ル
ー
ト
設
定
で
あ
り
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
等
の
移
植
も

適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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工
事
に
よ
り
移
植
さ
れ
た
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
と
ツ
ツ
ジ

高校通り線の
シャクナゲとツツジはどこへ

最良のルートを設定し
適切に移植

神田 修議員

大場文裕議員

地震・津波
災害時の対応は

陸・海路閉鎖時の空輸と
備蓄品の早期見直しを検討

被災により通行止めが予想される国
道３３６号



問

嵯
峨

議
員

え
り
も
高
校
で
は
、
中

高
一
貫
に
よ
る
ふ
る
さ
と

学
習
を
行
っ
て
お
り
、
日

ご
ろ
か
ら
町
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
が
、

①
本
年
度
よ
り
第
７
期

総
合
計
画
の
策
定
が
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
そ
の
審
議
委

員
に
え
り
も
高
校
生
を
委

嘱
す
る
こ
と
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

②
空
き
店
舗
を
利
用
し

た
街
カ
フ
ェ
の
企
画
や
特

産
品
を
活
用
し
た
商
品
開

発
に
対
し
、
金
銭
的
、
人

的
な
援
助
は
で
き
な
い
か
。

答

企
画
課
長

①
第
７
期
総
合
計
画
の

審
議
委
員
は
、
誰
に
委
嘱

す
る
か
方
針
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
高
校
生
等
の

意
見
が
反
映
で
き
る
よ
う

な
方
策
を
、
高
校
と
十
分

協
議
し
て
い
き
た
い
。

②
当
課
担
当
の
「
え
り

も
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
事

業
支
援
補
助
金
」
が
あ
る
。

高
校
生
の
企
画
立
案
の

活
動
が
補
助
金
交
付
要
綱

に
合
致
し
て
い
れ
ば
、
予

算
の
範
囲
内
で
支
援
で
き

る
。

答

学
校
教
育
課
長

①
第
７
期
総
合
計
画
策

定
に
係
る
高
校
生
を
委
員

と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
良
い
貴
重
な
意
見

も
期
待
で
き
る
の
で
、
高

校
と
の
橋
渡
し
に
協
力
し

て
い
き
た
い
。

②
商
品
開
発
等
を
企
画

立
案
す
る
「
風
極
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
同
好
会
」
は
、
海
と

山
の
幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
高
校
生
カ
フ
ェ
の
出
店

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。

高
校
生
の
活
動
が
ま
ち

づ
く
り
に
も
結
び
つ
く
と

考
え
、
高
校
か
ら
相
談
が

あ
れ
ば
、
企
画
課
と
協
議

を
す
る
な
ど
応
援
し
て
い

き
た
い
。

問

上
野

議
員

町
は
、
ウ
ニ
・
真
ツ
ブ
・

タ
コ
の
資
源
回
復
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
現
在
の

え
り
も
に
は
な
い
新
し
い

漁
業
の
取
り
組
み
も
必
要

と
考
え
る
。

①
ウ
ニ
の
完
全
陸
上
養

殖
の
実
証
実
験
を
し
て
は

ど
う
か
。

②
浦
河
町
で
は
、
ト
ラ

ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の
海
面
養

殖
試
験
事
業
を
実
施
予
定

で
あ
る
が
、
当
町
で
も
検

討
し
て
は
。

③
白
糠
町
で
は
、
ホ
タ

テ
養
殖
の
実
証
実
験
に
令

和
４
年
に
着
手
、
令
和
７

年
の
水
揚
げ
を
予
定
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
当

町
で
も
検
討
し
て
は
。

答

産
業
振
興
課
長

①
磯
焼
け
の
原
因
と
な

る
ウ
ニ
を
採
取
し
、
陸
上

水
槽
で
短
期
間
畜
養
し
実

入
り
を
よ
く
し
て
販
売
す

る
形
態
は
あ
る
が
、
稚
ウ

ニ
か
ら
閉
鎖
循
環
シ
ス
テ

ム
で
完
全
陸
上
養
殖
を
し

て
い
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
北
海
道
は
冬
場

の
低
水
温
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
採
算
ベ
ー

ス
に
乗
せ
る
の
は
非
常
に

難
し
い
と
考
え
る
。

②
道
内
で
も
最
近
、
ニ

ジ
マ
ス
類
の
海
面
養
殖
が

行
わ
れ
て
お
り
、
海
水
温

が
高
め
な
日
本
海
や
噴
火

湾
で
は
冬
養
殖
を
、
海
水

温
が
低
め
な
道
東
太
平
洋

で
は
夏
養
殖
の
試
験
が
行

わ
れ
て
い
る
。

当
町
の
場
合
は
、
夏
養

殖
が
考
え
ら
れ
る
が
、
養

殖
に
使
え
る
静
穏
域
が
港

の
中
に
し
か
な
い
た
め
、

試
験
は
可
能
だ
が
規
模
の

拡
大
は
難
し
い
と
考
え
る
。

③
当
町
の
海
の
状
況
か

ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
行

な
わ
れ
て
い
る
地
ま
き
放

流
で
の
養
殖
は
可
能
性
が

あ
る
と
思
う
が
、
当
町
海

域
で
天
然
の
ホ
タ
テ
が
ほ

と
ん
ど
獲
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
生
息
に
適
さ
な
い
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
新
し
い
魚
種

等
に
つ
い
て
は
、
漁
協
等

関
係
機
関
と
十
分
に
協
議

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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えりも高校生の
活躍の場を

高校と十分協議する
嵯峨直樹議員

養殖等の新しい漁業の
取り組みを

上野陽司議員

養殖試験は可能だが
拡大は難しい

海
と
山
の
幸
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
活
動
す
る
「
風
極

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
同
好
会
」

全国各地で様々な魚種が
養殖されている



問

橋
本

議
員

近
年
巨
大
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
く
、
さ

ら
な
る
対
策
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
が
、

①
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
予
定
地
は
選
定
し
て
い

る
か
。
立
地
条
件
や
搬
入

路
等
を
考
慮
し
た
具
体
案

は
あ
る
か
。

②
仮
設
ト
イ
レ
は
、
災

害
時
、
道
路
が
通
行
不
能

と
な
り
町
外
か
ら
搬
入
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
必
要
数
を
確
保
し
て

お
く
べ
き
で
は
。

答

企
画
課
長

①
必
要
建
設
戸
数
は
、

住
家
被
害
の
３
割
が
目
安

で
、
当
町
の
全
壊
戸
数
の

想
定
が
１
９
０
０
戸
の
た

め
応
急
仮
設
住
宅
の
必
要

戸
数
は
５
７
０
戸
で
あ
る
。

予
定
地
は
様
々
な
条
件

を
考
慮
し
た
上
で
、
町
内

の
各
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園
高
台
、
や
ま
と
苑
裏
の

敷
地
等
、
13
か
所
を
選

定
し
合
わ
せ
て
５
７
２

戸
分
の
建
設
用
地
を
道

に
報
告
し
て
い
る
。

②
仮
設
及
び
簡
易
ト

イ
レ
の
備
蓄
は
、
車
い

す
で
も
利
用
で
き
る
組

み
立
て
式
仮
設
ト
イ
レ

３
基
、
水
が
な
く
て
も

排
泄
物
を
ビ
ニ
ー
ル
で

密
閉
で
き
る
自
動
ラ
ッ
プ

式
ト
イ
レ
が
２
基
、
テ
ン

ト
式
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ト

イ
レ
セ
ッ
ト
20
個
、
洋
式

ト
イ
レ
に
か
ぶ
せ
て
使
用

す
る
災
害
用
携
帯
型
ト
イ

レ
９
０
０
０
回
分
を
備
蓄

し
て
い
る
。

工
事
現
場
等
に
あ
る
仮

設
ト
イ
レ
は
、
保
管
場
所

の
問
題
や
汲
み
取
り
等
が

で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
た
め
、
備
蓄
を
増
や

す
予
定
は
な
い
。

今
回
の
能
登
半
島
地
震

で
は
、
断
水
時
の
ト
イ
レ

の
衛
生
対
策
が
大
き
な
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
自
動
ラ
ッ
プ
式

ト
イ
レ
の
導
入
を
増
や
す

な
ど
、
ト
イ
レ
対
策
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

問

橋
本

議
員

①
ふ
る
さ
と
納
税
で
自

治
体
に
寄
付
を
す
る
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
商
品
券
を

受
け
取
り
、
寄
付
し
た
自

治
体
で
の
宿
泊
や
飲
食
等

の
支
払
い
を
ス
マ
ホ
で
電

子
決
済
で
き
る
、
電
子
商

品
券
を
返
礼
品
に
加
え
て

は
ど
う
か
。

利
便
性
や
多
様
な
利
用

が
で
き
納
税
額
の
増
加
に

つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

②
灯
台
ま
つ

り
な
ど
町
内
の

イ
ベ
ン
ト
で
ふ

る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
ブ
ー
ス

を
設
け
、
帰
省

者
や
観
光
客
に

Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど

う
か
。

実
際
に
商
品
を
見
る
・

触
る
・
試
食
す
る
な
ど
し
、

電
子
商
品
券
で
現
地
決
済

で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る
進

展
が
望
め
る
の
で
は
。

答

産
業
振
興
課
長

①
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
商
品

券
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税

は
道
内
で
も
52
市
町
村
で

利
用
さ
れ
、
当
町
も
昨
年

８
月
に
（
株
）
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
と
契
約
し
、
返
礼
品

と
し
て
利
用
で
き
る
状
態

に
あ
る
。

本
商
品
券
は
飲
食
店
や

宿
泊
業
・
理
容
美
容
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
問
題

な
く
利
用
で
き
る
が
、
小

売
店
で
の
利
用
は
地
場
産

品
の
販
売
の
み
と
な
っ
て

い
る
。

現
在
、
町
内
の
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
商
品
券
利
用
可
能

店
舗
は
、
飲
食
店
２
件
、

美
容
室
２
件
と
少
な
い
が
、

令
和
６
年
度
以
降
の
利
用

拡
大
を
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
利

用
者
は
昨
年
32
％
で
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、

新
規
利
用
者
の
獲
得
が
今

後
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
収

の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

サ
イ
ト
運
営
会
社
や
町

内
事
業
者
に
協
力
を
お
願

い
し
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
の
設
置
を
検
討

し
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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仮
設
ト
イ
レ
は
保
管
場
所
や
状
況

に
よ
り
汲
み
取
り
が
で
き
な
い
な

ど
の
問
題
が
あ
る

災害に対する
さらなる対応は

橋本維応議員

ふるさと納税の進展は

電子商品券の利用拡大と
イベントでのＰＲを

トイレの衛生対策を
見直す

ふるさと納税を灯台まつりなどのイベ

ントでもＰＲしては



問

髙
松

議
員

人
口
減
少
が
加
速
す
る

中
、
各
自
治
体
は
少
し
で

も
減
少
を
最
小
限
に
食
い

止
め
よ
う
と
、
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

移
住
定
住
の
促
進
、
関
係

人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図

る
た
め
、
お
試
し
体
験
住

宅
を
整
備
し
て
い
る
が
、

日
高
管
内
７
町
の
う
ち
、

え
り
も
町
だ
け
が
一
棟
も

整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
と
今
後
の
予

定
は
。

答

企
画
課
長

え
り
も
観
光

協
会
が
観
光
庁

の
事
業
な
ど
を

活
用
し
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を

進
め
て
き
た
。

町
と
し
て
も
、

ま
ず
は
既
存
の

観
光
施
設
を
活

用
し
た
お
試
し

移
住
体
験
を
想

定
し
て
い
た
た

め
、
こ
れ
ま
で

整
備
を
し
て
こ

な
か
っ
た
。

今
後
は
、
移

住
定
住
に
関
す
る
相
談
窓

口
の
設
置
や
移
住
・
交
流

推
進
機
構
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
情
報
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
「
ひ
だ
か
オ
ン
ラ

イ
ン
移
住
カ
フ
ェ
」
等
に

参
加
す
る
な
ど
、
当
町
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。ま

た
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
な
ど
に
よ
り
、
お
試

し
体
験
住
宅
や
移
住
者
向

け
の
住
宅
と
し
て
活
用
で

き
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
整

備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

髙
松

議
員

昨
年
の
昆
布
お
か
ま
わ

り
の
求
人
募
集
は
、
準
備

が
間
に
合
わ
ず
実
施
で
き

な
か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
お

か
ま
わ
り
不
足
数
が
４
２

７
人
と
い
う
結
果
だ
が
、

実
際
に
求
人
募
集
を
提
出

し
て
も
ら
う
こ
と
で
実
数

が
把
握
で
き
る
。

さ

ら
に
、

契
約

数
が
ど

れ
く
ら
い
あ
っ

た
の

か
で
、

町
外

か
ら
の

募
集

も
何
人

く
ら

い
必
要

か
が
わ
か
り
、

次
年

度
へ
の

対
策

も
考
え

る
こ

と
が
で

き
る
。

町

と
し
て

考
え

て
い
る

求
人

募
集
の

ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
は
。

答

産
業
振
興
課
長

４
月
上
旬
に
昆
布
採
取

業
者
の
求
人
募
集
の
受
付

を
開
始
し
、
４
月
末
で
一

旦
終
え
、
５
月
連
休
明
け

か
ら
中
旬
を
目
途
に
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
急
に
お
か
ま
わ

り
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
４
月
末
以
降
で
も
求

人
票
を
出
し
て
も
ら
え
れ

ば
対
応
す
る
。

求
人
が
見
つ
か
っ
た
場

合
は
都
度
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
更
新
す
る
。

そ
の
ほ
か
に
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
求
人
票
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
記
載
し
た
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、
風
の
館
や
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
人
の
集
ま
る

施
設
に
掲
示
す
る
こ
と
も

予
定
し
て
い
る
。

初
め
て
行
う
事
業
で
あ

り
、
色
々
と
不
備
が
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
そ
の
都
度
、
改
善
し

対
応
し
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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お試し体験住宅の整備を

髙松亮裕議員

昆布おかまわりの求人募集は

５月連休明けに
ホームページに掲載

ま
ず
は
空
い
て
い
る
町
営
住
宅
や
教
員
住

宅
を
改
修
し
て
お
試
し
体
験
住
宅
に
活
用

し
て
い
る
自
治
体
が
多
い

求
人
数
に
対
し
お
か
ま
わ
り
が
集
ま
ら
な

い
場
合
の
対
策
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

活用できる施設があれば
検討する



社会福祉法人えりも福祉会への助成

１ 短期入所生活介護（ショートステイ）

令和５年度当初予算で1400万円助成し、３月補正予算で706万2千

円追加助成。年間稼働率は前年度70％から今年度は45％に減少見込。

２ 通所介護（デイサービス）

令和５年度当初予算で950万円助成し、３月補正予算で469万8千円

追加助成。年間稼働率は前年度43％から今年度は50％に微増見込。

３ 介護老人福祉施設（特養ホーム）

令和５年度当初予算で2000万円助成し、３月補正予算で694万9千

円追加助成。年間稼働率は前年度80％から今年度は92％に改善見込。

４ 今後について

町としては、年間助成額が6220万9千円となり、経営改善計画の策定を要望している。

また、昨年末には10名ほどの退職希望者がいるとのことで心配されたが、２～３名の減少にとどまり、

運営に大きな影響がないとのことである。

全国的に見ると、総人口が減少に転じる中、高齢者人口は今後も増加し、高齢化は進んでいく。

いわゆる団塊の世代が75歳以上となる令和７年度を見据え、令和６年度から８年度までの３年間を計画期

間とする「第９期えりも町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画」が策定された。

前期では、第１号被保険者（65歳以上）の保険料基準月額（第５段階）が6800円であったが、第９期は60

00円に減額される。

また、第１段階から第９段階までの方は負担が減少する一方、新たに第10段階から第13段階が設けられ、

所得の高い方の負担が増加する。

近年、町内の自治会より、住民の自治会への加入の減

少や役員のなりて不足等の相談が増えている。

自治会の意義や重要性について、地域住民、自治会、

事業者、住宅関連事業者の役割並びに町の責務を明らか

にするとともに、お互いに連携し、協働して地域住民の

自治会への加入及び自治会活動への参加を促進すること

を目的に本条例の制定を目指す。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 全員協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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特別養護老人ホームやまと苑の状況

※紙面の都合により

抜粋して掲載令和６年２月２２日

介護保険料、基準月額6800円から6000円に減額

全国の特養老人ホームのうち、2022

年度収支で赤字の施設は62％に達し

ていると新聞で報じられた

「
自
治
会
へ
入
会
し
て
く
れ
な
い
」

と
の
意
見
が
出
た
町
政
懇
談
会

「えりも町自治会を応援する条例」の制定を検討



郷
土
資
料
館

学
芸
員

ど
う
も
と

な
な
み

堂
元

菜
々
実
さ
ん
（
25
）

▼
学
芸
員
に
応
募
し
た
き
っ
か

け
は

学
芸
員
の
募
集
は
、
就
職
活

動
中
に
知
人
か
ら
聞
い
て
知
り

ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
は
過
去
に
一
度

訪
れ
た
だ
け
で
し
た
が
、
昆
布

の
展
示
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
て
、
素
敵
な
資
料
館
だ
と

思
い
応
募
し
ま
し
た
。

▼
え
り
も
町
の
印
象
は

大
学
１
年
生
の
４
月
に
、
ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
を
見
る
た
め

に
、
初
め
て
え
り
も
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

岬
の
番
屋
に
泊
め
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
風
が
と
て
も

強
く
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
カ

レ
ー
を
食
べ
た
こ
と
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

霧
で
ア
ザ
ラ
シ
は
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
星

が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、
町

民
総
出
の
昆
布
漁
、
地
域
の
お

祭
り
、
猿
留
山
道
を
含
む
文
化

財
な
ど
、
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

海
に
沈
む
夕
日
や
星
空
が
き

れ
い
で
仕
事
帰
り
に
空
を
見
上

げ
る
の
が
日
課
に
な
り
ま
し
た
。

え
り
も
町
の
自
然
が
大
好
き

で
す
。
海
産
物
や
山
菜
・
キ
ノ

コ
が
豊
富
で
、
美
味
し
い
物
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
も
好
き

で
す
。

▼
現
在
の
担
当
は

え
り
も
町
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
の
作
成
業
務
が
メ
イ

ン
で
す
が
、
郷
土
資
料
館
の
来

館
者
対
応
、
文
化
財
保
護
業
務
、

資
料
・
標
本
の
収
集
、
講
演
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
豊
似
湖

調
査
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
目
標
は

町
中
の
海
・
山
・
川
に
行
っ

て
、
生
物
や
自
然
に
も
っ
と
詳

し
く
な
り
た
い
で
す
。

町
の
産
業
や
歴
史
も
学
び
た

い
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お

話
を
聞
き
た
い
で
す
。

そ
う
や
っ
て
見
て
聞
い
て
集

め
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
皆
さ
ん

が
昔
か
ら
肌
で
感
じ
取
っ
て
い

る
こ
と
を
文
章
と
し
て
残
し
た

り
、
え
り
も
町
の
詳
細
な
生
物

リ
ス
ト
を
作
る
の
が
目
標
で
す
。

水
産
の
館
の
昆
布
の
展
示
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
ツ
ヤ
ツ

ヤ
で
リ
ア
ル
な
昆
布
を
展
示
更

新
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
え
り
も
町
民
へ
一
言

郷
土
資
料
館
の
展
示
更
新
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
行
い
、
今
よ

り
も
も
っ
と
面
白
い
資
料
館
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

（
取
材

嵯
峨
・
大
場
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ この人に聞く ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

竹
内

孝
文

副
委
員
長

上
野

陽
司

委
員

髙
松

亮
裕

中
野

公
浩

嵯
峨

直
樹

大
場

文
裕

議 会 の 動 き

２月２２日 全員協議会
議会改革特別委員会

２月２７日 議会運営委員会

３月 １日
えりも高等学校卒業証書授与
式（議長）

３月 ５日 全員協議会
第７回定例会

３月１４日
第７回定例会
予算特別委員会
広報広聴常任委員会

３月１５日

えりも中学校卒業証書授与式
（議長）
予算特別委員会
第７回定例会

４月 ４日 広報広聴常任委員会

４月 ８日 えりも高等学校入学式（議長）

４月１５日
議会報告会「議員と語る会」

～23日まで

４月１９日
第１回臨時会
議会改革特別委員会

４月２２日 広報広聴常任委員会

大
規
模
な
災
害
で
幕
を
開
け

た
２
０
２
４
年
で
す
が
、
人
の

思
い
と
は
関
係
な
く
時
は
流
れ
、

季
節
は
巡
り
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
え
り
も
高

校
24
名
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
期
待
と
不
安
を
胸
に
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

現
在
、
と
て
も
厳
し
く
先
の

見
え
な
い
世
の
中
で
す
が
、
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
て
大
き
く

社
会
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

桜
も
満
開
と
な
り
、
え
り
も

に
も
本
格
的
な
春
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。

人
々
の
動
き
も
次
第
に
活
発

に
な
り
、
い
よ
い
よ
お
花
見
シ
ー

ズ
ン
到
来
で
す
。
そ
う
思
う
だ

け
で
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
す
る

の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
の
で

は
？

（
大
場
）

豊
似
岳
登
山
の
途
中
で
研
究
し
て

い
る
ダ
ニ
を
採
取

大阪府出身。
帯広畜産大学の６年間は、
研究室で鯨類をメインに家

畜や野生動物などを解剖。
学業のかたわら、牛の搾乳
や野菜収穫などのアルバイ

トで農畜産業も学ぶ。
2023年に大学を卒業、同年
４月からえりも町郷土資料

館に勤務。


